
NPO法人ウッドデッキ 2026年度総会

2026年5月22日（金）15:00-17:00
日本大学会館 202号室

記録のためにZoom録画します
録画したZoom参加者のお顔と会場の写真を後日HPで公開します
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総会の内容
第１号議案 自己紹介、議長の選任
第２号議案 署名人の選任
第３号議案 理事・監事の選任
第４号議案 2025年度の活動・決算・監事監査報告
第５号議案 2026年度の活動計画
第６号議案 意見交換
ウッドデッキ賞表彰式
写真撮影
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第１,2号議案 メンバー自己紹介、議長,署名人の選任

秋山咲恵 石塚真由美 井関祥子 小浦節子 近藤誠一 鹿野豊
山極壽一 山内太郎 渡辺美代子 CASSIM Monte 
小野悠(Zoom) 辻明子(zoom)  安田仁奈(Zoom) WIECZOREK Iris(Zoom)

相京祐飛(委任状) 塩田佳代子(委任状) 高瀬堅吉(委任状) 濱口道成（委任状）
森田純恵 (委任状) 寺本華奈江 (委任状)  

議長の選任：渡辺
議事録署名人２人の選任：秋山、CASSIM
議事録・メモ作成者の選任：辻
写真撮影：鹿野
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下線：返事待ち



理事
渡辺美代子

理事
濵口道成

理事
山極壽一

理事
CASSIM Monte

理事
WIECZOREK Iris

監事
秋山咲恵
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第3号議案 理事・監事の選任



第４号議案 2025年度の活動・決算・監事監査報告
アニュアルレポート2025
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目次
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１．ビジョン
今、日本社会が直面している課題は山のようにあり、
それらは時代の転換点特有のものばかりです。

これからは、地球環境を守り、今あるものを大切に、
人々が幸せに生きていくための新しい方法が求められます。

そこには、新しい学際的で総合的な科学の力、
社会の課題を当事者として受け止める科学者の力が必要です。
変化を起こすのは、未来に責任を持つ若い科学者です。

若い科学者が様々な世代の科学者や市民と語り合い、
新たな未来への道筋をつくるために、

私たちWood Deck (ウッドデッキ)は多くの人が安心して自由に、
そして科学的に議論する場を提供します。
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２．2025メンバー

代表理事
渡辺美代子

理事
濵口道成

理事
山極壽一

理事
CASSIM Monte

理事
WIECZOREK Iris

監事
秋山咲恵
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事務局ディレクター
辻明子

企画広報マネージャー
シンポジウムディレクター
石塚真由美

企画広報マネージャー
相京祐飛

シンポジウムマネージャー
井関祥子
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シンポジウムマネージャー
森田純恵

動画制作マネージャー
高瀬堅吉

企画広報マネージャー
鹿野豊

動画制作ディレクター
安田仁奈



プロジェクトマネージャー
近藤誠一

プロジェクトマネージャー
寺本華奈江

賛助会員
住友重機械工業（株）
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プロジェクトマネージャー
塩田佳代子

プロジェクトマネージャー
小浦節子 プロジェクトマネージャー

小野悠

プロジェクトマネージャー
山内太郎



メンバーの多様性

想定年代 居住地 性別 専門分野

11

北海道

2

秋田

2

長野

1

埼玉

1

東京

5
神奈川

2

茨城

 1

愛知

2

京都

2

米国

2



総会の実施・報告
2025年5月22日（木） 15:00-17:00 に日本大学会館202会議室で総会を実施
19名の参加（実参加8名、オンライン参加7名、委任状4名）で議論
第１号議案 メンバー自己紹介、議長の選任
第２号議案 2024 年度活動報告
第３号議案 2025年度活動計画
第４号議案 意見交換

上記を審議し、承認
その結果をホームページで公開

３．事業・管理運営報告
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ホームページでの発信
企画広報マネージャーが随時ウッドデッキの最新情報をHPで公開
ウッドデッキ賞授賞式の報告
シンポジウム2025の企画紹介・参加者募集、会員コメント紹介、事後報告
NPO法人ウッドデッキ×立命館慶祥中高対話会―中高生とシニア研究者の対話企画―の企画紹介、事後報告

  若手研究者のためのオーラルヒストリーデジタルアーカイブ公開
総会・理事会等の会議資料公開
新規規程の公開
スポンサーの公開

閲覧者数 913
（2022年度624, 2023年度1,185, 2024年度1,105）

アクセス数(ページビュー）3,968
（2022年度3,359, 2023年度5,764, 2024年度5,332）
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シンポジウム前後に集中

新規訪問者
PC閲覧が多数

2024年度から減少傾向

新規訪問者が
多数



ウッドデッキ便り
新たに2025年7月より、ほぼ毎月メンバーのメッセージを関係者約400人に配信
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2025年7月 渡辺美代子 将来を考える
2025年8月 山極壽一  若い世代の関心と期待
2025年9月 濵口道成  若い世代の孤独と独立への勝ち筋
2025年10月 石塚真由美 シンポジウムのお知らせ
2025年11月 渡辺美代子 One Healthシンポジウムと中高生との対話会
2025年12月 井関祥子  留学と国際交流
2026年2月 寺本華奈江 分析化学は良いよ
2026年3月 秋山咲恵  『ウッドデッキのダイバーシティ担当』



メッセージと写真を配信
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2025年8月

2025年12月

2026年3月



シンポジウム2025の企画・実施・報告
企画と準備

第4回のシンポジウム
2025/10/31（金） 午後
北海道大学獣医学研究院と共催
北海道大学獣医学研究院講堂で開催 を決定し実施

シンポジウムディレクター・マネージャーのオンライン会議
プログラム、ポスター、スポンサー動画の検討（2025/8/2）

会場と当日スタッフについて議論（2025/8/26）

参加者募集と会場設営、同時通訳について議論（2025/9/23）

登壇者の確認、オンライン参加方法、学生参加促進策を議論（2025/10/15）

メールにて随時打合せ
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第４回シンポジウムをハイブリッド形式にて開催

参加は現地45名、オンライン103名、合計148名

非日本語話者のためのAI技術を用いたリアルタイム翻訳英語字
幕の表示

人と動物、そして環境の健康を統合的に考える「One Health」
理念の実装を目指し、環境汚染や開発と健康リスクの関係を   
多面的に議論

基調講演 斎藤慶輔（釧路湿原野生生物保護センター猛禽類医学研究所代表）

野生鳥類、とくにオジロワシの救護や治療の現場に基づく事例をもとに、
人間社会との共生のあり方を紹介
風力発電がエコシステムの一部として推進されている一方で、風力発電
における風車と大型猛禽類との衝突が発生しており、死亡個体の分布
データをもとに、鳥が風車を危険物として認識できていない可能性が説明、
さらに、垂直軸型マグナス風車と呼ばれる鳥類への影響を軽減した風車の
開発事例を紹介
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講演者及びパネリスト

山内太郎 地域実践からOne HealthとPlanetary Healthの関係性

塩田佳代子 家畜や環境と人との関係を通し国際的な衛生課題

中山翔太 アフリカ・ザンビアの鉱山地帯の鉛汚染と健康被害の実態

寺本華奈江 微生物同定技術の背景から見える「人の都合」

安田仁奈 「海の健康」から人間活動と自然回復の相互作用

パネル討論
「現状の可視化」をめぐって意見交換、可視化による課題発見の一方で、
行動変容を促すには受け手の理解が不可欠との指摘

総括 山極壽一
データモニタリングの重要性を指摘、また、科学者がどれだけエビデンスを
示しても、ナラティブ（物語）がなければ行動変容につながらないと述べ、
科学と社会をつなぐ語りの必要性を強調

全体として
人と動物と環境の関係を多面的に議論、One Health 実現に向けた
学際的な連携の可能性を提示、科学と社会が協働して新たな健康観を
構築する必要性を共有
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ホームページでの報告

神奈川新聞に紹介記事
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シンポジウム参加者アンケート結果（過去からの推移）

・全体、基調講演、講演、運営はこれまでで最も高い評価
・パネル討論は人数が多く、十分議論が深まらなかった
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物足りなかった

やや物足りなかった

よかった

大変よかった



ウッドデッキ×立命館慶祥中学校・高等学校 中高生との哲学対話
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11/1（土）に北海道江別市の立命館慶祥中学校・高等学校で中高生との対話会を開催

午前の部：中学生との対話会

参加者：中学3年生180名、教員、WDメンバー10名

参加者が一堂に会し開会式、その後6つの教室に分かれ、
各室でWDメンバーによる講話と対話
WDメンバーの専門領域に基づく「キーワード」を3つ掲げ、
それに関心をもつ生徒が自らグループを選択、生徒とWD
メンバーが直接対話し、自由な質疑応答を展開

想像以上に積極的に質問をする生徒がいる反面、自信の
なさから声が小さくなってしまう生徒も多く、初対面での対話
にまだ慣れておらず、緊張が強く出る時期でもあり、丁寧な
アイスブレイクの必要性が浮き彫りに
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午後の部：高校生との対話会

参加者：高校2年生約40名、教員、WDメンバー10名

開会式の後、8つのグループに分かれて自由な対話

高校生から、大学進学やキャリア選択に関する踏み込んだ
質問が多く、同級生の本音を初めて知り互いに驚く場面も、
将来への真剣な姿勢と「選択を誤ってはいけない」という
プレッシャーの双方が散見

中学3年生から高校2年生へとわずか2年の差で、表現力
や論理的思考の成熟度が大きく変わることを目の当たりに、
身体だけでなく心の成長が著しい時期であることを再認識、
この多感な時期に多様な大人と接し対話することの意義は
非常に大きいと実感



若手科学者のためのオーラルヒストリーデジタルアーカイブ
～次世代に残すメッセージ～
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2025年8月26日(火) 10:00-15:00
東京大学農学部弥生講堂アネックス研究講義棟にて
２名のインタビューを実施

誰も経験したことのない冒険を楽しむ権威ある科学者に
１）生い立ち
２）キャリアにおけるステージ変化の受け止め
３）若手へのメッセージ

についてインタビューを行い、映像資料を制作
従来のアカデミアでは継承することが困難であった先人
の知の世代間伝承を推進
若手科学者が自分の人生にどのように向き合い、
 未来を切り拓いていくかの洞察を得る契機とする狙い
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2024年度と2025年度撮影動画をHPで公開
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ウッドデッキ賞授賞
ウッドデッキに貢献した者にウッドデッキ賞（Wood Deck Award）を授与
2025年5月22日（木）16:30-17:00に日本大学会館で総会の一環として表彰式を実施

2024年度ウッドデッキ賞
住友重機械工業殿

受賞理由:第３回ウッドデッキシンポジウムに
おいて賛助会員として若手社員へ積極的な
参加呼びかけを行うとともに、内容に対する
貴重なご意見を寄せるなど本シンポジウムの
成功に大きく貢献、これらは産業界の視点
を踏まえたウッドデッキの発展に寄与



企業の協賛・エコシステム構築
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「科学の力で未来をもっと豊かに」の
ビジョンを掲げる日本電子株式会社に
設立当初から協賛いただいております

2024年度より、「一流を、世界へ。」の
オモイを表明するに住友重機械工業
株式会社に協賛いただきました

今後協賛いただく企業を選定し、
ウッドデッキの活動を広報し、
協賛を募る予定です



規程類の策定

１つの規程と別表を策定
規程第六号 旅費規程
旅費規程別表

第10回理事会（2025/10/31）にて
上記規程を了承

第11回理事会（2025/11/19〜11/26）
メール審議にて 上記別表を了承
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総会
開催日時：2025/5/22（木）15:00－17:00
会場：日本大学会館202号室 およびzoomによるハイブリッド
出席：19名（うち会場参加：8名、Zoom参加：7名、委任状：4名）＋オブザーバー2名
議事および議決結果：理事・監事の選任、2024年度活動報告と2025年度活動計画等

理事会
第10回 開催日時：2025/10/31（金）16:00－17:00 会場：北海道大学獣医学研究院 西会議室
出席：6名（うち実参加：4名、委任状：2名）＋事務局
議事：シンポジウム2025及び立命館慶祥中学校・高等学校対話会の確認、旅費規程の承認等
第11回 開催日時：2025/11/19（水）ー11/26（水） 方法：メール審議
出席：5名＋事務局
議事：旅費規程別表の承認、新規入会希望者の入会承認

４．会議報告
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シンポジウム企画準備会

  オンライン準備会
第1回 開催日時：2025/8/2（土）16:00-17:00
第2回 開催日時：2025/8/26（火）15:00-16:00
第3回 開催日時：2025/9/23（火・祝）13:00-14:30
第4回 開催日時：2025/10/19（日）10:00-11:00
出席：3-4名
内容：シンポジウムプログラムの検討・決定と会場・設営・進行について

※詳細は10ページ
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中高生との哲学対話オンライン準備会
随時メールにて議論
内容：対話会プログラムの検討・決定と参加者募集について



５．収支報告
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（単位：円）

（参考）
第3期

(2024年度)
前年度増加
(FY25－FY24

年)

収益 寄付金 2,000,000 2,000,000 0
利息 1,275 546 729
雑収益 1,285 300,516 △ 299,231
合計 2,002,560 2,301,062 △ 298,502

費用 （事業費） （管理費） 0
人件費 0 0 0 0 0
業務委託費 892,100 0 892,100 1,139,077 △ 246,977
諸謝金 22,274 0 22,274 0 22,274
印刷製本費 63,877 24,833 88,710 109,106 △ 20,396
会議費 62,964 36,300 99,264 119,000 △ 19,736
旅費交通費 586,408 76,000 662,408 329,381 333,027
広告宣伝費 10,065 10,065 20,130 13,860 6,270
接待交際費 11,615 0 11,615 315,190 △ 303,575
通信運搬費 0 46,750 46,750 44,590 2,160
消耗品費 0 23,760 23,760 26,290 △ 2,530
支払手数料 4,884 1,650 6,534 7,270 △ 736
合計 1,654,187 219,358 1,873,545 2,103,764 △ 230,219

当期収支 129,015 197,298 △ 68,283
前期繰越金 581,066 383,768 197,298
次期繰越正味財産額 710,081 581,066 129,015

第4期
(2025年度)



特定非営利活動法人 ウッドデッキ
〒247-0008 横浜市栄区本郷台2-25-11
email: secretariat.wd@gmail.com

NPO ウッドデッキ
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監事監査報告



2025年度当初計画 ⇒実績
事業
①公開シンポジウム＠北海道大学, 10/31PM
北海道大学との共催 （¥560,000⇒¥821,720）⇒2025/10/31PM実施

②高校生との対話ワークショップ＠立命館慶祥高校 11/1
立命館慶祥高校との共催 （¥160,000⇒¥0）⇒2025/11/1実施

③オーラルヒストリー映像制作 （¥900,000⇒¥927,850）
⇒2025/8/26 インタビュー・撮影実施、2025/12/19 制作動画納品

④ウッドデッキ賞の授賞 ⇒2025/5/22総会で実施
⑤本日の議論から＋年度途中の提案 ⇒2025/7からウッドデッキ便りを開始

法人管理
①HP更新・充実⇒随時更新
②寄付金、会員の維持・拡大⇒寄付金の維持、新規会員１名（山内太郎さん）
③長期計画の検討⇒理事会で随時議論

33

2025年度総会の実施計画フォローアップ



事業
①公開シンポジウム＠ヒューリック京都 10/10（土）PM
地球研との共催 （¥800,000）

②中高生との哲学対話＠京都洛北高校 10/9（金）PM
洛北高校との共催 （¥100,000）

③オーラルヒストリー映像制作 （¥450,000）
④ウッドデッキ賞の授賞 本日
⑤ウッドデッキ便り
⑥理系女子リーダー育成WS
⑦本日の議論から＋年度途中の提案
法人管理
①HP更新・充実
②寄付金、会員の維持・拡大
③長期計画の検討
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第５号議案 2026年度の活動計画



2026年度予算

収入 寄付金      ¥2,000,000
支出 合計     ¥1,980,000
事業費  ¥1,820,000

業務委託費 ¥1,000,000
印刷製本       ￥70,000
会議費    ¥100,000
旅費     ¥500,000
講師謝金    ¥30,000
交際費    ¥120,000

管理費 ¥180,000
会議費（Zoom含む） ¥60,000
旅費 ¥40,000
通信費   ¥50,000
消耗品費    ¥30,000

当期正味財産増減額 ¥0
前期繰越正味財産額 ¥710,081
次期繰越正味財産額 ¥710,081
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2026年度担当

36

1 シンポジウム企画・運営 井関 森田
2 高校生との対話WS 山内
3 理系女子WS企画・運営 寺本 小浦 塩田
4 ネットワーク（HP、SNS） 石塚 相京 鹿野 森田
5 企業協賛(エコシステム構築含む） 森田
6 若手科学者のためのオーラルヒストリー 安田 鹿野
7 事務局（会計含む） 辻



第6号議案 意見交換

１．今年のシンポジウム＠京都
２．中高生との哲学対話＠京都洛北高校
３．若手科学者のためのオーラルヒストリー デジタルアーカイブ

４．ウッドデッキ便り
５．女性リーダー育成のためのワークショップ
６．その他
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１．今年のシンポジウム＠京都
ウッドデッキ×総合地球環境学研究所上廣環境日本学センター シンポジウム（案）
「常時接続の世界で、孤独を問うーースマホ時代の哲学」

日時 2026年10月10日（土）13:00〜17:00
会場 立誠ガーデン（ヒューリック京都）／Zoomウェビナー （ハイブリッド開催）
主催 NPO法人ウッドデッキ／総合地球環境学研究所上廣環境日本学センター
開催趣旨 検索すれば0.5秒で答えが見つかる時代。私たちは「わからない」という不安を、常時接続のスマホで即座に解消

できるようになりました。しかし、その手軽な納得は本当の思考を止めてはいないでしょうか。本シンポジウムでは、
気鋭の哲学者谷川嘉浩氏を招き、スマホ時代の「知のあり方」を考えます。寂しさを埋めるためのスクロールを止め、
あえて「問い」に立ち戻る。タイパ（効率）重視の現代で、あえて哲学という「遠回り」を選ぶことの価値を、一緒に
考えてみませんか。

※理事会は11:00-12:00に開催
前日10/9（金）18:30から懇親会＠創作料理 佳久 20名程度参加予定



 司会：森田純恵、井関祥子
13:00-13:05 開会挨拶 山極壽一（地球研所長、ウッドデッキ理事）
13:05-13:15 趣旨説明 渡辺美代子（ウッドデッキ代表理事）
13:15-14:00 基調講演 「スマホ時代の哲学」（45分）

谷川嘉浩（京都市立芸術大学特任講師）
14:00-14:30 話題提供 井上岳一（日本総合研究所創発戦略センターチーフスペシャリスト）（10分）
   大澤正彦（日本大学文理学部准教授）（10分）
   しんめいP（作家）（10分）
14:30-14:45 休憩
14:45-16:25 パネル討論（100min. 会場との議論含む）

ファシリテーター 吉川成美（地球研 上廣環境日本学センター センター長・特任教授）
パネリスト 井上岳一、大澤正彦、しんめいP

山極壽一、モンテ・カセム（国際教養大学理事長・学長）
秋山咲恵（（株）サキコーポレーション ファウンダー）

16:25-16:30 閉会挨拶 村上泰教（地球研上廣環境日本学センター客員准教授・僧侶）

プログラム（案）



哲学対話
正解のない問いに向き合い、WDメンバーと中高生が相互に思考を深める
対話により
・問いを立てる力 ・異なる価値観を理解する力 ・自分の言葉で考えを表現する力
を育むことを目的とする。

準備状況
4/23から 洛北高校井上藍先生とメールで打合せ
（地球研浅利美鈴副所長のご紹介）

内容案
日時：10/30（金） 13:00-17:00
場所：京都 洛北高校
参加人数：生徒40-50名目標、WD９名予定

WDメンバーは１人で1グループを担当
※プロジェクタやPCは原則使用しない

40

２．高校生との哲学対話＠京都洛北高校



ご相談事項

１．内容：WDメンバーが「問い」を提供あるいは生徒が「問い」を提供

２．期待する成果ととりまとめ
2-1 生徒のアウトカム

・  自分の関心領域の発見
・  研究・学問への理解深化
・  他者の視点を踏まえた思考

2-2 学校側のアウトカム
・  探究学習の深化
・  外部連携のモデル形成

2-3 WD側のアウトカム
・  社会還元
・  次世代育成

41



３．若手科学者のためのオーラルヒストリーデジタルアーカイブ
～次世代に残すメッセージ～

42

これまで撮影・公開してきた動画の編集を業務委託

より多くの若手科学者・市民に訴えるための動画編集



４．ウッドデッキ便り

43

これからの執筆予定これまでの執筆実績

送信日 担当 テーマ 文字数
7月 7/20 渡辺 将来を考える 1,240
8月 8/14 山極 若井世代の関心と期待 2,180
9月 9/16 濱口 若い世代の孤独と独立への勝ち筋 1,840
10月 10/15 石塚 シンポジウムの周知 1,020
11月 11/22 渡辺 シンポジウムと対話会報告 1,620
12月 12/27 井関 留学と国際交流 1,450
1月 ー
2月 2/26 寺本 分析化学は良いよ 1,100
3月 3/20 秋山 『ウッドデッキのダイバーシティ担当』 1,120
４月 4/13 近藤 「準備された心」とは？ 1,770
5月 5/5 塩田 女性向けの機会や制度は“優遇”なのか 2,030

2025年

執筆年月

2026年

担当 テーマ
６月 相京
7月 鹿野
8月 森田
9月 山極 シンポジウムの周知
10月 山内 哲学対話報告
11月
12月 新会員
1月 渡辺 新年ご挨拶
2月 小浦 遅い方を希望
3月 安田

2027年

執筆年月

2026年



５．女性リーダー育成のためのワークショップ

44

背景
女性リーダーは増えてきたものの、育成のための課題が多い

ワークショップの内容
女性リーダーの問題と課題を共有し、整理
解決策を模索

実施予定
2025/7に東京にて対面で実施
対象はWD女性メンバー（+α）



事務的な確認
１．旅費は実費（宿泊費に上限あり、旅費別表）

労務費は謝金（会員外のみ） ¥10,000/回

２．旅費や労務費は年度まとめて支払い

３．旅費等の申請と領収書の提出期限 1ヶ月以内

４．メールアドレスを共有

５．オンライン会議は記録のために録画、Zoom AI companion使用

６．兼業届け必要な場合は事務局に連絡

７．業務委託の際には、発注、納品、振込、領収書類が必要な場合あり

発注の前に事務局に連絡 45



写真撮影します

46



第１３回理事会

47

議案：
第１号議案 署名人の選任（案）

秋山、CASSIM
第２号議案 代表理事の選任（案）

渡辺



ウッドデッキ賞表彰式

48

2025年度：石塚真由美

受賞理由：第４回ウッドデッキシンポジウム「人と動物から読み解く環境と健康の未来」
において、One Healthの重要性を示すテーマのもと企画運営を主導し、
シンポジウムを成功に導きました
特に英語字幕リアルタイム翻訳表示など、多様な
参加者を受け入れる体制整備に貢献しました。
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